
■
本
命
は
特
別
区

　

吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は

「
副
首
都
・
大
阪
に
ふ
さ
わ

し
い
大
都
市
制
度
」
の
名

で
、
大
阪
市
を
廃
止
・
解
体

し
て
設
置
す
る
「
特
別
区
」

（
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構

想
）
と
、「
総
合
区
」
を
提

案
。「
特
別
区
」
の
賛
否
を

問
う
住
民
投
票
の
前
に
「
総

合
区
」
設
置
の
議
決
を
行

い
、
住
民
投
票
で
「
特
別

区
」
が
否
決
さ
れ
れ
ば
「
総

合
区
」
に
移
行
す
る
考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

山
中
氏
は
、「
副
首
都
」

は
定
義
も
明
ら
か
で
な
く
、

具
体
的
な
姿
も
示
せ
な
い
も

の
だ
と
し
た
上
で
、「
市
長

は
住
民
投
票
を
来
年
秋
に
実

施
す
る
と
再
三
表
明
し
て
い

る
よ
う
に
、
本
命
は
特
別
区

・
都
構
想
に
あ
る
」
と
迫
り

ま
し
た
。

■
次
元
の
違
う
話

　

吉
村
市
長
が
「
特
別
区
、

「
大
阪
市
を
な
く
さ
ん
と

い
て
よ
！
市
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
開
い
た
学
習
会

＝
７
日
、
大
阪
市
中
央
区

内

　
「
総
合
区
」
は
２
０
１
４
年

の
地
方
自
治
法
改
正
で
、
政
令

市
が
現
在
の
行
政
区
に
代
え
て

新
た
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
、
政
令
市
の
存
続

を
前
提
に
区
の
権
限
を
拡
大
す

る
一
つ
の
手
段
。
行
政
区
長
が

一
般
職
な
の
に
対
し
、
総
合
区

長
は
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選

ば
れ
る
特
別
職
に
格
上
げ
さ

れ
、
総
合
区
内
の
ま
ち
づ
く
り

の
権
限
や
人
事
権
な
ど
を
持
ち

の
管
理
や
市
立
保
育
所
の
運

に
加
え
て
、
市
民
利
用
施
設

　

市
民
ネ
ッ
ト
は
、
大
阪
市

機
構
の
話
な
の
に
対
し
、

「
総
合
区
」
は
区
の
一
種
だ

と
指
摘
。「
ま
っ
た
く
次
元

の
違
う
も
の
を
比
べ
る
土
俵

を
自
分
た
ち
の
都
合
で
無
理

や
り
つ
く
り
、
特
別
区
が
否

決
さ
れ
た
ら
８
区
の
総
合
区

に
す
る
と
い
う
の
は
、
市
民

も
議
会
を
も
愚
弄（
ぐ
ろ
う
）

す
る
も
の
だ
」
と
批
判
し
ま

新
の
目
的
は
大
阪
市
と
堺
市

を
廃
止
・
解
体
す
る
こ
と
に

あ
り
、
堺
市
長
選（
10
日
告

示
、
24
日
投
開
票
）で
彼
ら

が
「
争
点
に
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
は
、
逆
に
必
ず
や
る

と
い
う
こ
と
だ
と
述
べ
ま
し

た
。

　
「
特
別
区
」
化（
大
阪
都
）

の
本
質
は
①
一
つ
の
自
治
体

で
あ
る
大
阪
市
が
廃
止
さ

れ
、
４
つ
か
６
つ
に
ば
ら
ば

ら
に
さ
れ
、
別
個
の
自
治
体

に
な
る
②
府
と
対
等
な
関
係

な
い
」
と
指
摘
。「『
総
合

区
』
よ
り
も
『
特
別
区
』
の

方
が
い
い
と
比
較
さ
せ
る
た

め
の
も
の
だ
」
と
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
「
総
合
区
」
内
に

旧
行
政
区
ご
と
に
「
地
域
自

治
区
」
を
新
設
す
る
こ
と
で

行
政
の
仕
組
み
が
複
雑
に
な

り
、
63
億
円
の
初
期
費
用
な

ど
様
々
な
コ
ス
ト
が
生
じ
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
維
新
の
最
大
の

狙
い
で
あ
る
「
大
阪
都
」
に

反
対
し
、「
大
阪
市
を
残

せ
」
の
運
動
を
大
き
く
し
、

議
会
で
「
特
別
区
設
置
」
案

を
了
承
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
提
起
。「
総
合
区
」

で
は
混
乱
の
原
因
で
あ
る
合

区
の
前
提
を
外
す
こ
と
が
必

要
だ
と
語
り
ま
し
た
。

営
を
移
管
す
る
と
い
う
が
、

「
総
合
区
」
は
施
設
の
利
用

料
や
保
育
料
を
勝
手
に
設
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指

摘
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な

ら
な
い
一
方
で
「
総
合
区
」

設
置
の
初
期
費
用
に
約
63
億

か
か
り
、
市
民
に
は
住
所
変

更
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と
を

挙
げ
、「
総
合
区
制
度
そ
の

も
の
は
否
定
し
な
い
が
、
市

民
的
に
議
論
・
検
討
す
べ

き
。
８
区（
へ
の
合
区
）あ
り

き
の
案
で
は
市
民
に
と
っ
て

デ
メ
リ
ッ
ト
だ
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

■
政
治
の
中
身
を

　

江
川
氏
は
、
２
０
１
５
年

　
「
勝
手
に
合
区
？
ま
た
都
構
想
？
も
う
一
度
、
市
民
の
手
で
は
ね
返
そ
う
」

と
、「
大
阪
市
を
な
く
さ
ん
と
い
て
よ
！
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
市
民
ネ
ッ
ト
）」

が
７
日
、
大
阪
市
中
央
区
内
で
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

総
合
区
の
ベ
ス
ト
案
を
つ
く

る
。
最
後
は
市
民
の
判
断
」

と
答
え
た
の
に
対
し
、
山
中

氏
は
「
住
民
投
票
の
た
め
に

総
合
区
を
利
用
し
て
い
る
だ

け
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
「
特
別
区
」
は

大
阪
市
を
廃
止
し
て
ば
ら
ば

ら
の
自
治
体
を
つ
く
る
統
治

維
新
が
「
大
阪
都
」
構
想
を

蒸
し
返
す
中
で
活
動
を
再
開

し
よ
う
と
、
今
回
の
学
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

立
命
館
大
学
の
森
裕
之
教

授（
大
阪
自
治
体
問
題
研
究

所
副
理
事
長
）が
講
演
。
維

に
あ
る
自
立
し
た
大
阪
市

が
、
府
に
権
限
と
財
源
を
握

ら
れ
た
半
人
前
の
「
従
属
自

治
体
」
に
な
る
こ
と
で
あ

り
、「
大
阪
市
民
に
は
何
の

メ
リ
ッ
ト
も
な
い
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

　
「
総
合
区
」
に
つ
い
て
森

氏
は
、
維
新
が
「
大
阪
都
」

構
想
を
通
す
た
め
に
持
ち
出

し
た
も
の
だ
と
指
摘
。
そ
の

設
置
に
は
合
区
は
必
須
で
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
首

都
推
進
局
の
「
総
合
区
」
素

案
で
は
８
区
に
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
の
は
問
題
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

　

本
庁
か
ら
「
総
合
区
」
に

移
さ
れ
る
事
務
や
予
算
も
大

部
分
が
義
務
的
な
も
の
で
、

「
区
長
の
裁
量
の
余
地
が
な

く
、
住
民
の
声
も
反
映
さ
れ

い
て
必
要
な
報
告
・
議
論
が
で

き
る
よ
う
条
例
を
修
正
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
に
副
首
都
推
進
局
が
ま

と
め
た
「
総
合
区
」
素
案
は
現

在
の
24
行
政
区
を
８
区
に
合
区

す
る
の
が
前
提
。
設
置
の
日
は

市
議
会
で
の
「
総
合
区
」
設
置

決
定
後
か
ら
約
２
年
後
と
し
、

区
の
名
称
は
、
決
定
後
に
住
民

な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
条

例
で
定
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
区
」
は
現
在
の
区
が

行
っ
て
い
る
事
務
に
加
え
て
、

市
立
保
育
所
の
運
営
、
幹
線
道

路
を
除
く
道
路
の
維
持
管
理
、

放
置
自
転
車
対
策
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
プ
ー
ル
の
運
営
な

ど
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
に
伴
う
初
期
費
用
は
、

庁
舎
や
住
民
基
本
台
帳
な
ど
の

シ
ス
テ
ム
改
修
、
街
区
表
示
変

更
な
ど
で
62
億
７
千
万
円
か
か

り
ま
す
。

し
た
。■

デ
メ
リ
ッ
ト
が

　

さ
ら
に
「
総
合
区
」
で
は

現
在
の
行
政
区
が
担
う
事
務

を
廃
止
・
解
体
し
て
「
特
別

区
」
を
設
置
す
る
「
大
阪

都
」
構
想
の
賛
否
を
問
う
２

０
１
５
年
の
住
民
投
票
で
幅

広
い
市
民
が
集
ま
り
、
大
阪

市
廃
止
に
反
対
す
る
学
習
会

や
宣
伝
行
動
な
ど
を
展
開
。

５
月
に
「
特
別
区
」
設
置
を

否
決
し
た
住
民
投
票
の
結
果

を
受
け
て
、
政
令
市
の
大
き

な
権
限
と
予
算
を
生
か
し
て

現
在
の
24
行
政
区
で
市
民
の

暮
ら
し
・
福
祉
を
守
る
施
策

を
進
め
る
と
い
う
「
政
治
の

中
身
の
充
実
」
が
最
優
先
課

題
だ
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

住
民
自
治
の
拡
充
に
は
、

歴
史
的
・
文
化
的
な
積
み
重

ね
の
上
に
発
展
し
て
き
た
現

在
の
24
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
住
民

参
加
を
促
す
ポ
イ
ン
ト
だ
と

指
摘
。「
24
区
を
解
体
し
、

合
区
を
前
提
に
し
た
素
案
で

は
区
役
所
が
遠
く
な
り
、
住

民
自
治
の
拡
充
ど
こ
ろ
か
、

明
ら
か
に
後
退
す
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

ま
す
。

　

吉
村
市
長
は
、「
総
合
区
」

導
入
を
積
極
的
に
主
張
す
る
公

明
党
に
配
慮
し
て
、「
特
別

区
」
の
制
度
設
計
を
行
う
法
定

協
議
会
で
も
「
総
合
区
」
に
つ

　

大
阪
市
を
存
続
し
つ
つ
現
在
の
24
行
政
区
を
８
つ
に
合
区
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
「
総
合
区
」
素
案（
別
項
）を
審
議
す
る
大
阪
市
議
会
大
都
市

・
税
財
政
制
度
特
別
委
員
会
が
５
日
か
ら
２
日
間
開
か
れ
、
６
日
に
は
日

本
共
産
党
の
山
中
智
子
、
江
川
繁
両
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

第一区

第二区

第三区

第五区

第六区

第四区

第七区 第八区

総合区役所の位置

総合区名（仮
称）総合区役所の位置

第一区 淀川区役所
第二区 北区役所
第三区 福島区役所
第四区 城東区役所
第五区 西区役所
第六区 天王寺区役所
第七区 住吉区役所
第八区 平野区役所

「総合区」素案区割り
（大阪府･市副首都推進局の資料から）

24
区
を
８
つ
の「
総
合
区
」に

維
新
政
治 

都
構
想
実
現
へ〝
利
用
〟

大阪市議会大都市・税財政制度特別委

共
産
党〝
市
民･

議
会
を
愚
弄
す
る
手
法
〟

山中智子議員江川繁議員

合区ありき 維新の「総合区」素案

「
大
阪
市
残
せ
！
」の
声
上
げ
よ
う

特
別
区
は〝
半
人
前
の
従
属
自
治
体
〟

市
民
ネ
ッ
ト
学
習
会 

森
立
命
館

大
　
学

教
授
が
講
演

た
。

　
「
特
別
区
」
実
現
の
た
め
に
、

「
総
合
区
」
と
い
う
次
元
の
違
う

問
題
を
同
時
並
行
で
進
め
、
市
民

を
混
乱
さ
せ
て
い
る
吉
村
氏
。
本

音
を
漏
ら
し
た
自
ら
の
発
言
を
突

き
付
け
ら
れ
て
う
ろ
た
え
た
の

か
、「
僕
が
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と

い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
間
違
い

な
い
の
か
」
と
言
い
募
り
ま
し

た
。

○
…
５
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子

は
、
ネ
ッ
ト
動
画
で
も
公
開
さ
れ

て
い
る
代
物
。
７
日
の
定
例
記
者

○
…
「
も
し
そ
う
い
う
言
葉
を
使

っ
て
な
か
っ
た
ら
謝
罪
し
て
、
撤

回
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
か

ね
」
―
―
６
日
開
か
れ
た
大
阪
市

議
会
大
都
市

・
税
財
政
制

度
特
別
委
員

会
で
、
吉
村

洋
文
市
長（
大
阪
維
新
の
会
政
調

会
長
）が
日
本
共
産
党
の
山
中
智

子
議
員
に
言
葉
を
荒
ら
げ
る
一
幕

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
そ
う
い
う
言
葉
」
と
い
う
の

は
「
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」。
大
阪

維
新
の
会
が
５
日
夜
に
開
い
た
政

会
見
の
冒
頭
で
吉
村
氏
は
、「
後

で
確
認
す
る
と
僕
の
完
全
な
記
憶

違
い
で
、
言
っ
た
こ
と
は
事
実

で
、
間
違
い
な
い
」
と
認
め
、

「
山
中
議
員
に
あ
あ
い
う
言
い
方

を
し
た
こ
と
は
申
し
訳
な
い
」
と

謝
罪
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
と

堺
市
を
廃
止

・
解
体
す
る

「
大
阪
都
」

構
想
は
維
新
の
党
是
で
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
堺
で
は
「
争
点
に

し
な
い
」
と
ご
ま
か
し
、
大
阪
市

で
は
「
総
合
区
」
を
住
民
投
票
の

た
め
に
利
用
す
る
。
市
民
や
議
会

を
ま
さ
に
愚
弄（
ぐ
ろ
う
）す
る
維

新
に
は
審
判
を
。（
す
）

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
吉
村
氏

は
「
山
の
頂
上
は
特
別
区
。
い
ろ

ん
な
戦
略
を
練
り
ま
す
が
、
そ
こ

し
か
見
て
い
な
い
。
カ
ム
フ
ラ
ー

ジ
ュ
す
る
と
き
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
作
戦
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

○
…
山
中
氏
は
質
問
で
「
本
命
は

特
別
区
・
都
構
想
」
と
追
及
。
吉

村
氏
の
こ
の
発
言
を
示
し
、「
何

が
何
で
も
住
民
投
票
を
来
年
の
秋

に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
の
た
め

に
、
総
合
区
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
は
見
え
見
え
」
と
批
判
し
ま
し

吉
村
市
　
　
長

が
描
く
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
作
戦

記
者
メ
モ

shikai
テキストボックス
(2017年9月17日付大阪民主新報)



